
設
立
さ
れ
て
い
る
。
15
年
に
発
表
さ
れ

た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

で
も
、「
５
歳
以
下
の
子
ど
も
の
発
育
不

良
を
改
善
し
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

年
齢
の
女
性
や
高
齢
者
の
栄
養
不
良
を

解
決
す
る
こ
と
」
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
半
面
、
明

ら
か
に
命
に
支
障
を
来
す
わ
け
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
親
や
周
り
の
大
人
も
子

ど
も
の
栄
養
不
良
の
深
刻
さ
を
認
識
し

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
成
人
・
高
齢

者
の
栄
養
課
題
に
つ
い
て
は
子
ど
も
の

日
本
も
抱
え
る
栄
養
課
題

解
決
の
鍵
は
身
近
に

飢
餓
〞
だ
。
大
人
で
も
、
食
生
活
の
偏

り
で
や
せ
た
り
、
肌
が
荒
れ
た
り
、
あ

ざ
が
で
き
や
す
く
な
っ
た
り
と
い
っ
た

不
調
を
経
験
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
子

ど
も
に
お
け
る
見
え
ざ
る
飢
餓
は
、
知

能
の
遅
れ
や
虚
弱
体
質
な
ど
、
一
生
埋

め
合
わ
せ
の
で
き
な
い
影
響
を
与
え
る
。

さ
ら
に
は
、
胎
児
の
こ
ろ
に
母
体
の
栄

養
が
不
十
分
な
状
態
だ
と
〝
節
約
型
〞

の
遺
伝
子
が
発
現
し
、
生
ま
れ
た
子
ど

も
は
飢
餓
に
は
対
応
し
や
す
い
が
過
食

に
よ
る
生
活
習
慣
病
を
患
い
や
す
い
体

質
に
な
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

　
栄
養
不
良
が
小
さ
な
子
ど
も
の
死
亡

の
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
胎
児
の
こ
ろ

か
ら
２
歳
の
誕
生
日
ま
で
の
１
０
０
０

日
の
栄
養
状
態
が
子
ど
も
の
一
生
に
大

き
く
影
響
を
与
え
る
と
い
う
事
実
は
、

２
０
０
８
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
医
学
誌『
ラ

ン
セ
ッ
ト
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
一

躍
、
注
目
を
集
め
た
。
国
際
社
会
は
こ

の
衝
撃
的
な
情
報
に
す
ば
や
く
反
応
し
、

10
年
に
は
国
際
的
な
栄
養
改
善
枠
組
み

「Scaling Up Nutrition

（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
）」
が

　
栄
養
不
良
と
言
わ
れ
て
、
あ
な
た
は

ど
ん
な
光
景
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

か
。
骨
の
浮
き
出
し
た
手
足
に
浮
腫
で

腹
部
が
張
っ
て
い
る
姿
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
急
性
栄
養
不
良
だ
。
食
料
の
絶
対

的
な
量
が
足
り
な
い
状
態
で
、
こ
の
ま

ま
十
分
な
食
事
を
取
れ
な
け
れ
ば
や
せ

細
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
誰
が
見
て
も
、

今
す
ぐ
に
食
料
を
与
え
る
こ
と
で
解
決

見
え
ざ
る
飢
餓
が

子
ど
も
の
成
長
を
む
し
ば
む

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
分
か

る
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
年
の
割
に
小
柄
で
幼
く
見

え
る
子
ど
も
の
姿
に
、
強
い
危
機
感
を

感
じ
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

そ
れ
は
子
ど
も
の
一
生
を
む
し
ば
む
慢

性
栄
養
不
良
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
慢

性
栄
養
不
良
と
は
、
が
り
が
り
に
や
せ

細
る
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
食
事
の
量
が

足
り
な
か
っ
た
り
、
量
が
足
り
て
い
た

と
し
て
も
必
要
な
栄
養
素
が
不
足
し
た

り
と
い
っ
た
理
由
で
陥
る
〝
見
え
ざ
る

編集協力：神奈川県立保健福祉大学 学長 中村丁次氏
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特集 栄養改善

データが明かす子どもたちの現状
栄養改善はなぜ大切？

発育阻害とは…

慢性的な栄養不足の兆候を示すもので、病気などによって悪化する

対策はあるの？

発育阻害の子どもの人数の地域別推移

どんな影響があるの？

水、公衆衛生の
改善などを地域
全体でサポート

する

2対策

貧困や女子教育と
いった栄養不足の
背景にある問題に

取り組む

4対策
妊娠前、妊娠中、

産後の授乳中の女性が、
栄養バランスの取れた

食事をする

1対策

生後６カ月までの
子どもは完全母乳で
育て、６カ月を超えたら
母乳と共に適切な
離乳食を与える

3対策
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身体や脳の発達の遅れ 学業成績の不振

免疫システムの低下
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発育阻害
（年齢に不相応な低身長）

消 耗 症
（身長に不相応な低体重） （身長に不相応な体重過多）

５歳未満の子どもの死因の　　　　  が栄養不足に関連している

過 体 重

16ドル1ドル→ 栄養改善のための　　  の投資に対して、　　　の経済効果が証明されている

11％

栄養不良と経済との関係とは
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アフリカ
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アフリカ

アフリカで発育阻害率が特に高い国
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10 00

問
題
以
上
に
軽
ん
じ
ら
れ
が
ち
で
、
対

策
を
取
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。

　「
近
年
の
栄
養
に
関
す
る
問
題
は
、
単

に
先
進
国
の
飽
食
と
開
発
途
上
国
の
飢

餓
と
い
っ
た
対
立
構
造
で
は
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
語
る
の
は
、
神
奈
川
県
立
保

健
福
祉
大
学
の
中
村
丁
次
学
長
だ
。「
先

進
国
の
中
で
も
過
食
な
ど
が
原
因
の
肥

満
と
小
食
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

栄
養
不
良
に
問
題
が
二
極
化
し
、
途
上

国
で
は
富
裕
層
の
肥
満
が
増
え
る
一
方

で
貧
困
層
の
飢
餓
が
解
消
さ
れ
な
い
と

い
う
形
で
、
一
つ
の
国
の
中
で
も
問
題

が
二
分
さ
れ
て
い
る
の
で
す
」。
も
ち
ろ

ん
今
の
日
本
に
も
両
方
の
課
題
が
共
存

し
て
い
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
貧
困
に

よ
る
飢
餓
を
克
服
し
た
こ
と
だ
。

　
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
食
糧

難
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
を

中
心
と
す
る
国
際
社
会
か
ら
の
援
助
物

資
を
使
っ
て
学
校
給
食
の
運
営
に
力
を

入
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
貧
富
の
差
に

影
響
を
受
け
な
い
日
本
社
会
の
栄
養
改

善
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
優
れ
た
労

働
者
を
社
会
に
送
り
込
ん
で
高
度
経
済

成
長
の
原
動
力
と
な
っ
た
と
、
中
村
学

長
は
指
摘
す
る
。

　
当
初
は
援
助
、
後
に
は
輸
入
と
い
う

形
で
入
っ
て
き
た
小
麦
粉
や
乳
製
品
を

活
用
す
る
た
め
、
日
本
は
国
家
資
格
と

し
て
栄
養
士
を
認
定
し
、
学
校
や
医
療

施
設
な
ど
へ
の
配
置
を
義
務
化
し
た
。

「
伝
統
的
な
日
本
の
食
事
は
お
世
辞
に
も

栄
養
学
的
に
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
も
の
と

は
言
え
ず
、
戦
後
の
貧
困
は
そ
の
問
題

に
拍
車
を
か
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
し

た
。
食
の
現
場
で
健
康
的
な
食
生
活
を

推
進
す
る
栄
養
士
と
い
う
制
度
は
、
伝

統
的
な
和
食
に
栄
養
価
の
高
い
食
品
を

導
入
し
、
多
彩
な
食
材
を
活
用
し
て
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
取
る
こ
と
の

大
切
さ
を
多
く
の
人
が
理
解
す
る
手
助

け
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
食
材
を
渡
す

の
で
は
な
く
、
教
育
や
指
導
を
通
じ
て

食
習
慣
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
全
国
に

栄
養
改
善
の
恩
恵
を
行
き
わ
た
ら
せ
た

日
本
の
経
験
は
、
世
界
が
直
面
す
る
栄

養
問
題
の
解
決
に
大
い
に
役
立
つ
は
ず

で
す
」

　
食
料
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
、
分
配

す
る
か
と
い
う
食
料
政
策
は
あ
っ
て
も
、

食
を
通
し
て
人
々
の
健
康
を
ど
の
よ
う

に
維
持
、
増
進
す
る
か
と
い
う
栄
養
政

策
ま
で
は
作
っ
て
い
な
い
国
が
多
い
。

長
年
、
世
界
一
を
誇
る
日
本
の
長
寿
は
、

世
界
で
も
有
数
の
栄
養
政
策
が
育
ん
で

き
た
も
の
だ
。
そ
の
お
か
げ
で
今
、
私

た
ち
は
自
分
の
健
康
に
気
を
付
け
な
が

ら
、
和
洋
中
か
ら
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
に

至
る
ま
で
多
彩
な
食
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、

世
界
の
栄
養
政
策
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

こ
と
が
、
日
本
に
期
待
さ
れ
る
役
割
だ

と
言
え
よ
う
。

世界の５歳未満の子ども６億 6,700 万人のうち…

ふ
　
し
ゅ

地図上の国以外でも、国内での格差が
問題となっている場合もある

世界全体では年々減少
しているにもかかわらず、
アフリカでは増加している

子どもの健やかな成長は、全ての親に共通する願いだ。しかし、人生　 の始まりの環境が、その願いに大きく影を落としてしまうことがある。
子どもの未来を決める最初の1000日をどうやっ　 て守り抜くか、最新の知見をもとに考える。

アフリカとアジアでは、栄養不良による人々の生産性の低下や生産年齢人口の減少などによって、毎年、
国内総生産（GDP）の　　　を損失している

疾病リスクの上昇
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2対策

貧困や女子教育と
いった栄養不足の
背景にある問題に

取り組む

4対策
妊娠前、妊娠中、

産後の授乳中の女性が、
栄養バランスの取れた

食事をする

1対策

生後６カ月までの
子どもは完全母乳で
育て、６カ月を超えたら
母乳と共に適切な
離乳食を与える

3対策

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

1990 1995 2000 2005 2010 2014 （年）

（億人）

■オセアニア　■中南米　■アジア　■アフリカ

マダガスカル
49.2%（2009年）

マラウイ
42.4%（2014年）

エチオピア
40.4%（2014年）

エリトリア
50.3%（2010年）ニジェール

43.0%（2012年）

ブルンジ
57.5%（2010年）

中央アフリカ共和国
40.7%（2010年）

モザンビーク
43.1%（2011年）

ザンビア
40.0%（2013年）

23.8%
全体の 全体の 全体の

7.5% 6.1%

（2014年時点）

出典：Global Nutrition Report 2016／R.E. Black et al.: Maternal and child undernutrition and overweight in low-income and middle-income countries, The lancet 2013, 382: 427-51

出典：Global Nutrition Report 2016

出典：「1,000 Days」のウェブサイト, ＜http://thousanddays.org/＞

出典：2014 Joint Child Malnutrition Estimates: Levels and Trends （September 2015 update）,
         ＜http://data.worldbank.org/child-malnutrition/＞

出典：Global Nutrition Report 2016

身体や脳の発達の遅れ 学業成績の不振

免疫システムの低下

1億5,900万人 5,000万人

45％

4,100万人

発育阻害
（年齢に不相応な低身長）

消 耗 症
（身長に不相応な低体重） （身長に不相応な体重過多）

５歳未満の子どもの死因の　　　　  が栄養不足に関連している

過 体 重

16ドル1ドル→ 栄養改善のための　　  の投資に対して、　　　の経済効果が証明されている

11％

栄養不良と経済との関係とは

5,800万人
アフリカ

4,700万人
アフリカ

アフリカで発育阻害率が特に高い国

1億5,900万人
全体

2億5,500万人
全体

10 00

問
題
以
上
に
軽
ん
じ
ら
れ
が
ち
で
、
対

策
を
取
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。

　「
近
年
の
栄
養
に
関
す
る
問
題
は
、
単

に
先
進
国
の
飽
食
と
開
発
途
上
国
の
飢

餓
と
い
っ
た
対
立
構
造
で
は
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
語
る
の
は
、
神
奈
川
県
立
保

健
福
祉
大
学
の
中
村
丁
次
学
長
だ
。「
先

進
国
の
中
で
も
過
食
な
ど
が
原
因
の
肥

満
と
小
食
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

栄
養
不
良
に
問
題
が
二
極
化
し
、
途
上

国
で
は
富
裕
層
の
肥
満
が
増
え
る
一
方

で
貧
困
層
の
飢
餓
が
解
消
さ
れ
な
い
と

い
う
形
で
、
一
つ
の
国
の
中
で
も
問
題

が
二
分
さ
れ
て
い
る
の
で
す
」。
も
ち
ろ

ん
今
の
日
本
に
も
両
方
の
課
題
が
共
存

し
て
い
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
貧
困
に

よ
る
飢
餓
を
克
服
し
た
こ
と
だ
。

　
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
食
糧

難
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
を

中
心
と
す
る
国
際
社
会
か
ら
の
援
助
物

資
を
使
っ
て
学
校
給
食
の
運
営
に
力
を

入
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
貧
富
の
差
に

影
響
を
受
け
な
い
日
本
社
会
の
栄
養
改

善
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
優
れ
た
労

働
者
を
社
会
に
送
り
込
ん
で
高
度
経
済

成
長
の
原
動
力
と
な
っ
た
と
、
中
村
学

長
は
指
摘
す
る
。

　
当
初
は
援
助
、
後
に
は
輸
入
と
い
う

形
で
入
っ
て
き
た
小
麦
粉
や
乳
製
品
を

活
用
す
る
た
め
、
日
本
は
国
家
資
格
と

し
て
栄
養
士
を
認
定
し
、
学
校
や
医
療

施
設
な
ど
へ
の
配
置
を
義
務
化
し
た
。

「
伝
統
的
な
日
本
の
食
事
は
お
世
辞
に
も

栄
養
学
的
に
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
も
の
と

は
言
え
ず
、
戦
後
の
貧
困
は
そ
の
問
題

に
拍
車
を
か
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
し

た
。
食
の
現
場
で
健
康
的
な
食
生
活
を

推
進
す
る
栄
養
士
と
い
う
制
度
は
、
伝

統
的
な
和
食
に
栄
養
価
の
高
い
食
品
を

導
入
し
、
多
彩
な
食
材
を
活
用
し
て
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
取
る
こ
と
の

大
切
さ
を
多
く
の
人
が
理
解
す
る
手
助

け
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
食
材
を
渡
す

の
で
は
な
く
、
教
育
や
指
導
を
通
じ
て

食
習
慣
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
全
国
に

栄
養
改
善
の
恩
恵
を
行
き
わ
た
ら
せ
た

日
本
の
経
験
は
、
世
界
が
直
面
す
る
栄

養
問
題
の
解
決
に
大
い
に
役
立
つ
は
ず

で
す
」

　
食
料
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
、
分
配

す
る
か
と
い
う
食
料
政
策
は
あ
っ
て
も
、

食
を
通
し
て
人
々
の
健
康
を
ど
の
よ
う

に
維
持
、
増
進
す
る
か
と
い
う
栄
養
政

策
ま
で
は
作
っ
て
い
な
い
国
が
多
い
。

長
年
、
世
界
一
を
誇
る
日
本
の
長
寿
は
、

世
界
で
も
有
数
の
栄
養
政
策
が
育
ん
で

き
た
も
の
だ
。
そ
の
お
か
げ
で
今
、
私

た
ち
は
自
分
の
健
康
に
気
を
付
け
な
が

ら
、
和
洋
中
か
ら
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
に

至
る
ま
で
多
彩
な
食
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、

世
界
の
栄
養
政
策
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

こ
と
が
、
日
本
に
期
待
さ
れ
る
役
割
だ

と
言
え
よ
う
。

世界の５歳未満の子ども６億 6,700 万人のうち…

ふ
　
し
ゅ

地図上の国以外でも、国内での格差が
問題となっている場合もある

世界全体では年々減少
しているにもかかわらず、
アフリカでは増加している

子どもの健やかな成長は、全ての親に共通する願いだ。しかし、人生　 の始まりの環境が、その願いに大きく影を落としてしまうことがある。
子どもの未来を決める最初の1000日をどうやっ　 て守り抜くか、最新の知見をもとに考える。

アフリカとアジアでは、栄養不良による人々の生産性の低下や生産年齢人口の減少などによって、毎年、
国内総生産（GDP）の　　　を損失している

疾病リスクの上昇
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